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こ
の
花
火
大
会
は
、
三
百
有
余

年
の
伝
統
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
新
町
地
区
の
祇
園
祭
の
た
め
に

打
ち
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
で
、
大
正
時
代
末
期
か
ら
、

当
時
の
新
町
青
年
団
の
手
作
り
花

火
に
よ
り
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
早
川
商
業

会
に
引
き
継
が
れ
、
更
に
一
昨

年
か
ら
実
行
委
員
会
を
設
け
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
花
火
大
会
に
は
、
次
の
三

つ
の
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

①
夏
祭
り
の
花
火
と
し
て
は
、

県
内
で
も
一
、
二
を
競
う
早
い

時
期
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
早
川
の
堤
防
か
ら
見
る
幅
約

百
メ
ー
ト
ル
の
対
岸
で
打
ち

上
げ
る
花
火
は
、
目
の
前
で

手
に
取
る
よ
う
に
見
え
、
地

上
ス
タ
ー
マ
イ
ン
で
は
思
わ
ず

仰
け
反
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

③
比
較
的
狭
い
谷
の
中
で
の
花

火
な
の
で
、「
ズ
シ
ー
ン
！
」

と
腹
の
底
を
響
か
す
よ
う
な

大
き
な
反
響
音
は
、
他
で
は

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

一
時
間
程
で
打
ち
上
げ
る
約

七
百
発
の
花
火
は
、
夏
の
夜
を

彩
る
一
大
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し

て
、
ご
覧
い
た
だ
く
皆
様
に
心

か
ら
満
足
い
た
だ
け
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
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ご
あ
い
さ
つ

鈴
木
秀
城

会
長

五
月
十
五
日
、
通
常
総
会
及
び
設
立

三
〇
周
年
式
典
を
終
了
し
た
後
に
記
念

公
開
講
演
会
を
ヒ
ス
イ
王
国
館
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

日
本
科
学
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会

議
副
会
長（
元
N
H
K
チ
ー
フ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー・解
説
委
員
）の
室
山
哲
也

氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
人
工
知
能

（
A
I
）に
ど
う
向
き
合
う
か
」と
題
し
た

一
般
公
開
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

室
山
氏
か
ら
人
間
の
脳
と
人
工
知
能

の
違
い
、
人
間
の
能
力
と
人
工
知
能

（
A
I
）の
働
き
の
良
い
結
び
つ
き
に
つ
い

て
示
唆
に
富
ん
だ
お
話
が
あ
り
、
人
間

と
は
いっ
た
い
何
な
の
か
を
し
っ
か
り
と
と

ら
え
人
工
知
能（
A
I
）を
ど
う
育
て
て

い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
の
話
で
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
一
般
参
加
者
を

含
め
て
約
百
名
の
皆
さ
ん
が
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
た
テ
ン
ポ
の
良
い
講
演
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

設
立
三
〇
周
年
記
念

公
開
講
演
会
の
開
催

五
月
十
五
日
の
総
会
で
会

長
に
選
任
さ
れ
た
鈴
木
秀
城

で
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
、
与
え
ら
れ
た
任
期

を
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
税
制
改
正
は
、
事

業
承
継
な
ど
我
々
に
と
っ
て

関
係
の
あ
る
税
制
も
多
く
あ

り
ま
す
が
、
話
題
に
上
る
の

は
消
費
税
で
す
。

涼
し
い
夏

気
候
の
方
は
、
割
と
涼
し

く
過
ご
し
や
す
い
七
月
で
す

が
、参
議
院
選
挙
が
始
ま
り
、

熱
い
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
税
の
導
入
を
目
前
に
し

て
、
政
治
的
に
は
そ
の
実
施

や
、
社
会
保
障
の
在
り
方
が
、

話
題
・
争
点
に
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

税
と
社
会
保
障

マ
ス
コ
ミ
や
Ｔ
Ｖ
で「
老
後

二
〇
〇
〇
万
円
」の
言
葉
が

賑
わ
い
ま
し
た
。
暮
ら
し
に

か
か
る
費
用
は
、
個
人
の
価

値
観
や
環
境
に
よ
っ
て
も
異

な
り
ま
す
。蓄
え
は
多
く
あ
っ

た
方
が一般
的
に
は
良
い
で
す

が
、
個
人
の
考
え（
贅
沢
に

暮
ら
す
の
か
慎
ま
し
く
暮
ら

す
の
か
）や
、
生
活
ス
タ
イ
ル

（
子
供
と
の
同
居
か
独
居
か
）

や
住
む
地
域
に
よ
って
も
ず
い

ぶ
ん
変
わ
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ

だ
と
思
い
ま
す
。

新
潟
県
法
人
会
連
合
会

の
作
成
し
た
「
平
成
三
十

一
年
度
の
税
制
改
正
要
望

事
項
」
の
中
に
は
、「
社
会

保
障
制
度
改
革
推
進
」
が

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
消

費
税
は
、
社
会
保
障
に
重

点
的
に
充
て
る
よ
う
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
と

謳
っ
て
い
ま
す
。

法
人
会
と
し
て
三
〇
年

今
年
度
法
人
会
は
設
立
三

〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
当

法
人
会
は
、
前
身
の
糸
魚
川

西
頸
城
法
人
会
や
、
そ
の
前

の
旧
糸
魚
川
法
人
会
、
青
海

法
人
会
、
能
生
名
立
法
人
会

か
ら
の
伝
統
や
歴
史
を
つ
な
ぎ

つつ
、
今
の（
公
社
）糸
魚
川
法

人
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時

代
時
代
で
、
企
業・法
人
と
し

て
地
域
の
課
題
と
取
り
組
み
、

活
躍
さ
れ
た
方
々
や
、
会
員

と
し
て
ご
参
加
頂
い
た
多
く
の

方
々
の
活
動
の
継
承
で
今
の
会

が
あ
り
ま
す
。
先
人
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の

地
域
に
根
差
し
た
法
人
会
の

良
さ
を
四
〇
周
年
に
向
け
て
、

次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
責

任
も
感
じ
て
い
ま
す
。

成
功
し
て
五
〇
点
、
承
継
し

て
一
〇
〇
点

今
年
二
月
に
法
人
会
が

行
っ
た
講
演
会
で
、
税
務
大

学
校
の
高
橋
達
也
さ
ん
が
、

「
経
営
者
は
事
業
に
成
功
し

て
五
〇
点
、
事
業
承
継
に
成

功
し
て
一〇
〇
点
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
日
頃
、
目
の
前

の
事
業
に
精
いっ
ぱ
い
の
私
に

は
、
違
う
次
元
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
あ
る
と
と
も
に
、

重
い
言
葉
だ
と
も
感
じ
ま
し

た
。
地
方
に
お
い
て
、
地
域

企
業
の
廃
業
や
消
滅
は
、
そ

こ
に
働
く
社
員
だ
け
で
な

く
、
顧
客
や
地
域
の
経
済
や

社
会
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。会

も
企
業
も
ゴ
ー
イ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ン
、
活
力
を
持
っ
て

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
そ
れ
を
考
え
る
こ

と
が
、
将
来
の
安
心
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。
法
人
会

は
、
事
業
承
継
税
制
や
各
種

税
制
、
地
域
企
業
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
に
つ
い
て
、
委

員
会
等
を
通
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

糸
魚
川
税
務
署
長
を
拝
命
し
着

任
い
た
し
ま
し
た
永
田
で
ご
ざ
い

ま
す
。
前
任
の
野
上
同
様
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

糸
魚
川
税
務
署
の
管
内
は
、

紺
碧
の
日
本
海
か
ら
北
ア
ル
プ
ス

の
山
々
ま
で
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で

広
が
る
緑
の
大
地
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
地
に
勤
務
で
き

る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
存
じ
て
お

り
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
糸
魚
川
法
人

会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
全
な

納
税
者
の
団
体
と
し
て
、
納
税
意

識
の
向
上
と
税
知
識
の
普
及
啓
発

の
た
め
に
、
税
に
関
す
る
研
修
会

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
研
修
会
や

講
演
会
を
開
催
さ
れ
る
と
と
も

に
、
青
年
部
会
に
よ
る「
租
税
教

室
」、
女
性
部
会
に
よ
る「
税
に
関

す
る
絵
は
が
き
」の
募
集
、
優
秀

作
品
に
対
す
る
表
彰
な
ど
様
々
な

活
動
を
行
い
、
税
務
行
政
に
対
し

て
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ひ
と
重
に
鈴

木
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
の
皆
様

の
卓
越
し
た
指
導
力
と
、
会
員
の

皆
様
の
ご
理
解
・ご
協
力
の
賜
物
で

あ
り
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
の
税
務
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
経
済
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
・Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
に
伴
い
、
大
き

く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
私
ど
も
税
務
の

執
行
に
携
わ
る
者
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
納
税
者
の
自
発
的
な
納
税

義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に

実
施
す
る
と
い
う
国
税
庁
の
使
命

を
果
た
す
た
め
に
、
納
税
者
利
便

の
向
上
に
努
め
る
ほ
か
、
適
正
な

申
告
を
行
っ
た
納
税
者
の
皆
様
が

不
平
等
感
を
抱
く
こ
と
の
無
い
よ

う
、
適
正
公
平
な
課
税
・
徴
収
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お

り
、
今
年
十
月
に
は
消
費
税
率
が

十
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

と
と
も
に
軽
減
税
率
制
度
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
来
年
四
月
一

日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
か

ら
、
一
定
の
法
人
が
行
う
法
人
税

等
の
申
告
はｅ
‐
Ｔａｘ
に
よ
る
提

出
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
私
ど
も

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
制

度
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た
周

知
・
広
報
、
相
談
対
応
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
糸
魚
川

法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
説
明
会
の
開
催
や
各
種
広
報

な
ど
様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
更
な
る
周

知
・
広
報
が
必
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ま
への
よ

り
一
層
の
制
度
周
知
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
国
税
組
織
に
お
き
ま
し

て
は
、
事
務
処
理
の
一
層
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
内
部
事
務
の
集
中
化
」を
進
め
て

お
り
、
糸
魚
川
税
務
署
の
内
部
事

務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
田
税
務

署
に
お
い
て
集
中
的
に
処
理
す
る

こ
と
と
し
て
試
行
を
行
い
、
そ
の

試
行
を
経
て
昨
年
七
月
か
ら
正
式

に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
様
々
な
課
題
に
対
応
し
、

今
ま
で
以
上
に
信
頼
さ
れ
る
税

務
行
政
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

法
人
会
の
皆
様
の
お
力
添
え
が

必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
新

た
な
体
制
の
中
に
あ
っ
て
も
、

引
き
続
き
税
務
行
政
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
糸

魚
川
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並

び
に
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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ご
あ
い
さ
つ

永
田 

正
喜

糸
魚
川
税
務
署
長

令和元年7月10日
糸魚川税務署幹部職員等の定期人事異動

①新幹部職員等
職　　名 氏　　名 前任地等

署 長

調 査 部 門
統括国税調査官

総　務　課　長

法人会担当職員

総　務　課　長

法人会担当職員

永田　正喜

室井啓二郎

大塚　基義

山口　裕幸

留任

大宮税務署　管理運営第一部門
統括国税徴収官

長野税務署　法人課税部門
上席国税調査官

関東信越国税局　総務部
税務相談室　主任税務相談官

②転出者等
職　　名 氏　　名 転出先等

署 長 野上　　洋

石塚　洋一

伊藤　徳道

退職（令和元年7月9日）

関東信越国税局　総務部
納税者支援調整官
長野税務署　法人課税部門
上席国税調査官
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五
月
十
五
日
、
第
七
回
通
常
総
会
に
合
わ
せ
て
当
会
設
立

三
〇
周
年
式
典
を
ヒ
ス
イ
王
国
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
・
式
典
で
は
、
糸
魚
川
税
務
署
長
野
上
洋
様
、
糸
魚
川

市
副
市
長
藤
田
年
明
様
、
新
潟
県
議
会
議
員
中
村
康
司
様
、

新
潟
県
糸
魚
川
地
域
振
興
局
長
八
木
威
様
を
は
じ
め
多
く
の

ご
来
賓
の
方
々
か
ら
ご
臨
席
を
賜
り
、
平
成
三
十
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
報
告
及
び
平
成
三
十
一
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
に
つ
い
て
、
報
告
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
満
場
一

致
で
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
の

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
は
引
き
続
き
鈴

木
秀
城
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
新
役
員
の
体
制
は
、

別
に
掲
載
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
式
典
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
当
法
人
会
の
発
展
に

多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
五
名
の
方
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
会
長
を
六
期
十
二
年
間
務

め
ら
れ
た
髙
瀬
衛
様
、
会
長
・
副
会
長
を
合
わ
せ
て
七
期
十
四

年
間
務
め
ら
れ
た
平
野
拓
二
様
、
副
会
長
を
八
期
十
六
年
間
務

め
ら
れ
た
山
下
建
夫
様
、
当
会
の
設
立
直
後
か
ら
十
四
期
二
十

七
年
間
役
員
を
務
め
ら
れ
て
き
た
猪
又
初
夫
様
、
同
じ
く
十
二

期
二
十
五
年
間
役
員
を
務
め
ら
れ
て
き
た
猪
又
勝
代
様
で
す
。

五
名
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

通
常
総
会
及
び

三
〇
周
年
式
典
開
催

      （単位：円）
平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

平成30年度 正味財産増減計算書
      （単位：円）平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

平成31年度 収支予算書（損益計算ベース ）

Ⅰ．一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部                

　⑴経常収益

　　基本財産運用益

　　受取会費

　　事業収益  

　　受取補助金　 

　　雑収益

　　経常収益計（A）

　⑵経常費用

　　事業費

　　管理費

　　経常費用計(B)

　　当期経常増減額(A-B)

　2．経常外増減の部

　　経常外収益計

　　経常外費用計

　　当期経常外増減額

　　税引前当期一般正味財産増減額

　法人税、法人県民税、法人市民税

　　 当期一般正味財産増減額

　　 一般正味財産期首残高

　　 一般正味財産期末残高

Ⅱ．指定正味財産増減の部
　受取補助金等

　　 受取全法連助成金

　一般正味財産への振替額

　　 一般正味財産への振替額

　　当期指定正味財産増減額

　　指定正味財産期首残高

　　指定正味財産期末残高

Ⅲ．正味財産期末残高

科          目 当年度 前年度 増　　減

                 
                 

590
5,665,000
2,089,000
5,659,500
387,697

13,801,787

11,750,272
2,156,221
13,906,493
△ 104,706

0
0

△ 104,706
0

△ 104,706
8,603,826
8,499,120

4,329,500
4,329,500

△ 4,329,500
△ 4,329,500

0
0
0

8,499,120

                 
                 

410
5,636,000
1,870,500
5,553,800
206,743

13,267,453

10,981,472
2,066,137
13,047,609
219,844

0
0

219,844
0

219,844
8,383,982
8,603,826

4,280,800
4,280,800

△ 4,280,800
△ 4,280,800

0
0
0

8,603,826

180
29,000
218,500
105,700
180,954
534,334

768,800
90,084
858,884

△ 324,550

0
0

△ 324,550
0

△ 324,550
219,844

△ 104,706

48,700
48,700

△ 48,700
△ 48,700

0
0
0

△ 104,706

科          目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ．一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部                

　⑴経常収益

　　基本財産運用益

　　受取会費

　　事業収益  

　　受取補助金等

　　雑収益

　　経常収益計（A）

　⑵経常費用

　　事業費

　　管理費

　　経常費用計(B)

　　当期経常増減額(A-B)

　2．経常外増減の部

　　経常外収益計

　　経常外費用計

　　当期経常外増減額

　　税引前当期一般正味財産増減額

　法人税、法人県民税、法人市民税

　　 当期一般正味財産増減額

　　 一般正味財産期首残高

　　 一般正味財産期末残高

Ⅱ．指定正味財産増減の部
　受取補助金等

　　 受取全法連助成金

　一般正味財産への振替額

　　 一般正味財産への振替額

　　当期指定正味財産増減額

　　指定正味財産期首残高

　　指定正味財産期末残高

Ⅲ．正味財産期末残高

500
5,634,000
2,034,000
5,862,700
180,100

13,711,300

11,581,198
1,923,902
13,505,100
206,200

0
0
0

206,200
0

206,200
8,499,120
8,705,320

4,402,700
4,402,700

△ 4,402,700
△ 4,402,700

0
0
0

8,705,320

1,000
5,604,000
2,052,000
5,549,500
180,500

13,387,000

11,392,510
1,873,590
13,266,100
120,900

0
0
0

120,900
0

120,900
8,378,220
8,499,120

4,329,500
4,329,500

△ 4,329,500
△ 4,329,500

0
0
0

8,499,120

△ 500
30,000

△ 18,000
313,200
△ 400
324,300

188,688
50,312
239,000
85,300

0
0
0

85,300
0

85,300
120,900
206,200

73,200
73,200

△ 73,200
△ 73,200

0
0
0

206,200

永年表彰

トーヨーリトレッド㈱
髙瀬　昌洋 様

【県法連会長表彰】

謝辞を述べる髙瀬衛氏
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役　　職 氏　　名 法 人 名 役　　職 氏　　名 法 人 名

鈴木　秀城

石井　一治

永江　善昭

佐藤　元春

猪又　初夫

猪又　勝代

山﨑　昭夫

後藤　幸洋

松木　秀樹

髙鳥　　睦

㈱笠原建設

㈱玉屋

㈱大和屋

㈱三元化工機工業所

㈱猪又鉄工所

カネヨ運輸㈱

㈾山本製材所

㈱後藤組

北陸自動車㈱

㈱高鳥組

役 員 名 簿

会　 長

副会長

副会長

副会長

理 　事

理 　事

理 　事

理 　事

理 　事

理 　事

小坂　　功

歌川多喜司

山岸　英亨

小池　健一

倉又　　等

笠原　雄一

小川　節雄

新保　照代

加藤　輝守

金子　　靖

㈴冨江商店

㈱アド・クリーク

㈱山岸組

㈲小池建木店

㈱倉富鐵工所

㈱笠原工務店

小川建設㈱

㈱シンボ

㈲加藤会計社

㈱かねこ

（敬称略）

理 　事

理 　事

理 　事

理 　事

理 　事

理 　事

理 　事

理 　事

監　 事

監　 事

役　　職 氏　　名 法 人 名 役　　職 氏　　名 法 人 名

倉又　　等

樋口　　浩

中林とも子

山本　浩之

㈱倉富鐵工所

くろひめグループ㈱

㈲友スタッフサービス

㈲青海ガス水道公社

厚生委員会

委員長

副委員長

委　 員

委　 員

川合　宝次

藤巻　道隆

西山　才康

明星セメント㈱

㈾藤巻電業

西頸城運送㈱

委　 員

委　 員

委　 員

役　　職 氏　　名 法 人 名 役　　職 氏　　名 法 人 名

猪又　初夫

小田島修平

下杉　和明

高村　　晃

中村　博司

笠原　康秀

㈱猪又鉄工所

㈱小田島建設

㈱田辺エージェンシー

㈱高村工務所

㈱カネカ

㈱フジマシン

総務委員会 組織委員会

委員長

副委員長

委　 員

委　 員

委　 員

委　 員

後藤　幸洋

山﨑　昭夫

月岡　浩徳

利根川　学

小川　節雄

新保　照代

㈱後藤組

㈾山本製材所

㈲月徳飯店

㈲利根川組

小川建設㈱

㈱シンボ

委員長

副委員長

委　 員

委　 員

委　 員

委　 員

役　　職 氏　　名 法 人 名 役　　職 氏　　名 法 人 名

小坂　　功

髙瀬　昌洋

松木　秀樹

岡島　義英

冨岡　利正

永野　克裕

加藤康太郎

㈴冨江商店

トーヨーリトレッド㈱

北陸自動車㈱

糸魚川重機工業㈱

森田建設㈱

永野石油㈱

㈲二葉デンキ商会

事業委員会 税制・研修委員会

委員長

副委員長

委　 員

委　 員

委　 員

委　 員

委　 員

歌川多喜司

猪又　直登

渡辺　　勝

五十嵐　豊

水澤　　修

笠原　竜義

山﨑　一史

㈱アド・クリーク

㈱カネタ建設

㈱三愛旅行社

㈱五十嵐商店

㈲頸城製作所

㈱ＫＴＥＣ

㈱タナベ

委員長

副委員長

委　 員

委　 員

委　 員

委　 員

委　 員
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糸
魚
川
法
人
会
が
金
賞
を
受
賞

﹇
企
業
継
続
の
為
﹈

弊
社
は
先
代
の
社
長
が
終
戦

後
、
中
国
の
山
東
省
四
溜
炭
鉱

よ
り
家
族
共
々
無
事
帰
国
し
主

に
デ
ン
カ
㈱
様
青
海
工
場
の
電

気
工
事
請
負
業
と
し
て
合
名
会

社
水
島
電
気
商
会
を
設
立
し
、

町
の
発
展
と
共
に
一
般
住
宅
の

電
気
工
事
・
電
気
機
器
販
売
も
手

掛
け
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
デ
ン
カ
㈱
様
田
海
工
場

の
ク
ロ
ロ
プ
レ
ン
の
製
造
設
備

新
設
に
よ
り
計
装
工
事
部
門
を

新
た
に
設
け
、
現
在
で
は
工
事

は
元
よ
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
請

け
負
う
ま
で
に
成
長
し
弊
社
の

主
力
事
業
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
三
年
前
よ
り
住
友
電

設
㈱
様
よ
り
有
機
廃
材
で
あ
る

間
伐
材
、
生
活
ご
み
、
鶏
糞
、

豚
糞
等
を
ガ
ス
化
し
て
の
バ
イ

オ
発
電
設
備
の
電
気
計
装
工
事

を
全
国
で
十
五
カ
所
余
り
受
注

し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
の

組
立
保
守
点
検
、
制
御
盤
、
機

械
装
置
電
気
配
線
工
事
、
上
路

地
区
で
の
小
規
模
太
陽
光
発
電

設
備
等
、
多
角
化
経
営
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
為
、
地

元
と
の
関
わ
り
が
希
薄
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
平
成
二
十

七
年
五
月
に
新
幹
線
高
架
下
の

ピ
ア
タ
ウ
ン
青
海
へ
出
店
し
主

に
エ
ア
コ
ン
の
取
付
、
取
替
え

修
繕
を
営
業
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
夏
本
番
で
連
日
の

熱
帯
夜
で
お
年
寄
り
の
熱
中
症

の
重
症
化
が
心
配
さ
れ
ま
す

が
、
弊
社
は
即
対
応
出
来
る
様
、

格
安
な
機
種
を
多
数
備
蓄
し
人

員
も
確
保
し
て
お
り
少
し
で
も

地
元
の
皆
様
の
お
役
に
立
つ
様

に
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

水
島 

達
夫

水
島
電
機
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

応募要項・応募用紙等は糸魚川法人会のホームページをご覧ください。
http://userweb.www.fsinet.or.jp/itoigawa

ジュエリー・アクセサリー
デザイン画コンテスト作品募集

グランプリ
準グランプリ
糸魚川ヒスイ商組合賞
審査員特別賞

賞・副賞
　翠は、カワセミ（鳥）の羽の色を指す言葉であり、
転じて鮮やかな青緑色、宝石のヒスイという意味
があります。カワセミの雄を翡、雌を翠と言い、「混
じりけのない綺麗な羽をもつ鳥」が由来で、翡翠
（ヒスイ）をカワセミと読むこともあります。特にカワ
セミの羽の色に似ている半透明で翠色の美しい
石が翡翠玉（ヒスイギョク）として古代から重用さ
れてきました。今年度は、カワセミのイキイキとし
た躍動感と糸魚川ヒスイの持つ上品な美しさを独
創的にデザイン表現した作品を募集いたします。

　平成から令和へ時代が変化する中で、天皇陛
下のご退位、ご即位が執り行われ、代々天皇に
引き継がれてきた三種の神器の一つ「八尺瓊勾
玉」も受け継がれました。古代において、命を守り
蘇生する神秘の装身具として、大切に受け継がれ
てきた勾玉を令和の現代にふさわしいデザインで、
お求めやすい価格で製品化できる作品を募集いた
します。複雑なデザインではなくシンプルかつ斬新
な作品をお待ちしています。

副賞８万円

副賞３万円

ヒスイ製品

副賞１万円

※製品化させていただく場合は、デザイン使用料として、
完成品１個を贈呈いたします。

翡翠は天然石のため同一のものはありませんが、写真のような形に加工ができ
ます。例示した大きさ、色合いの石の場合、8,000円程度となります。翡翠を
メインとし、他の素材との組み合わせにより20,000円以内で製品化可能なデ
ザインを期待します。（ホームページも参照してください。）

翠（みどり）

令和の勾玉（まがたま）

自由デザイン部門 テーマ

製品化デザイン部門 テーマ

※このほか、中学生・高校生からの応募の中で優れた作品には、法人会会長賞が贈られます。

第   　  回
いと　い　がわ

糸魚川翡翠13
ひ　すい

1名

1名

製品化デザイン賞

糸魚川ヒスイ商組合賞

賞・副賞

副賞５万円

ヒスイ製品

1名

1名

1名

1名

六
月
十
一
日
に（
一
社
）新
潟
県

法
人
会
連
合
会
の
通
常
総
会
に
合
わ

せ
て
、
平
成
三
十
年
度
の
福
利
厚
生

制
度
推
進
に
関
す
る
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
法
人
会
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
県
内
十
三
の
単
位
法

人
会
の
中
で
唯
一
金
賞
を
受
賞
し
、

佐
藤
副
会
長
が
表
彰
状
を
受
け
取

り
ま
し
た
。
福
利
厚
生
制
度
の
推

進
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
役
員
、
会

員
の
方
々
、
提
携
保
険
会
社
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
会
員
企
業
の
各
家
庭
な
ど

に
お
い
て
不
要
と
な
っ
た
タ
オ

ル
等
を
提
供
い
た
だ
き
、
二
月

二
十
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け

て
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
五
箇
所
の
各
施
設
へ
合
わ
せ

て
タ
オ
ル
三
百
四
十
枚
の
ほ
か

石
鹸
な
ど
を
寄
贈
し
、
各
施
設

に
お
い
て
有
効
に
活
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

福
祉
施
設
へ
タ
オ
ル
等
寄
贈

税
務
研
修
会
の
開
催

二
月
十
九
日
に
ヒ
ス
イ
王
国
館
に
お
い

て
、
国
税
庁
税
務
大
学
校
の
高
橋
達
也
教

授
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
事
業
継
承
税

制
って
、
な
に
？
」と
題
し
た
税
務
研
修
会

を
開
催
し
二
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

高
橋
教
授
は
財
務
省
で
事
業
承
継
税
制
の

制
度
創
設
の
実
務
に
携
わ
っ
た
こ
と
と
、

税
務
署
で
の
現
場
経
験
も
含
め
て
、
ポ
イ

ン
ト
を
踏
ま
え
た
詳
細
な
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

救
急
救
命
講
習
会
を
開
催

七
月
十
八
日
に
、
糸
魚
川
市
防
災
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
救
急
救
命
講
習
会
を

開
催
し
、
十
名
が
受
講
し
、
終
了
証
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
糸
魚
川

市
消
防
本
部
の
職
員
か
ら
A
E
D
の
操

作
方
法
や
心
肺
蘇
生
の
手
順
、
出
血
時

の
応
急
手
当
な
ど
要
救
助
者
に
遭
遇
し

た〝
い
ざ
〞と
い
う
時
に
命
を
救
う
行
動

に
つ
な
が
る
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

健
康
福
祉
に
関
す
る
公
開
講
演
会
開
催

認
知
症
に
関
す
る
知
識
を
深

め
、
対
応
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

と
し
て
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
基
づ
い
た
研
修
講
演
会
を
、

糸
魚
川
市
福
祉
事
務
所
保
健
専

門
員
山
岸
千
奈
美
氏
ほ
か
二
名

を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
二
月

五
日
に
ヒ
ス
イ
王
国
館
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
認
知
症
の
方
と

日
々
接
し
て
い
る
施
設
の
方
の

お
話
も
あ
り
、
十
八
名
の
参
加

者
は
、
認
知
症
の
基
礎
知
識
と

と
も
に
認
知
症
の
方
へ
の
対
応

方
法
や
認
知
症
ケ
ア
の
実
際
を

学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

提
供
い
た
だ
い
た
会
員
企
業

（
五
十
音
順
）

㈲
池
亀
工
業
、
糸
魚
川
信
用
組

合
、
㈱
小
田
島
建
設
、
小
畑
工

業
㈱
、
㈱
カ
ネ
カ
、
く
ろ
ひ
め

グ
ル
ー
プ
㈱
、
㈱
後
藤
組
、
㈱

三
元
化
工
機
工
業
所
、
㈱
タ
ナ

ベ
、
㈴
冨
江
商
店
、
ト
ー
ヨ
ー

リ
ト
レ
ッ
ド
㈱
、
新
潟
日
野
自

動
車
㈱
糸
魚
川
出
張
所
、
バ
ウ

テ
ッ
ク
㈲
、
北
陸
自
動
車
㈱
、

松
尾
㈱
、
㈱
明
星
生
コ
ン

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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支部長
佐藤　元春

糸
魚
川
支
部

支部長
永江　善昭

能
生
支
部

青
海
支
部

支部長
石井　一治

四
月
二
十
二
日
、
ヒ
ス
イ

王
国
館
に
お
い
て
、
糸
魚
川

支
部
総
会
を
開
催
し
、
提
出

し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
原
案
通
り
に
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
終
了
後
、
東
京
都
内
で
営
業
展
開
し
て
い
る
第
一
勧
業
信

用
組
合 
理
事
長
の
新
田
信
行
氏
に
よ
る「
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

い
て
」と
題
し
た
一
般
公
開
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

も
の
と
お
金
が
あ
ふ
れ
て
い
る
が
、
人
が
足
り
な
い
現
在
の
社
会

情
勢
を
分
析
し
、
企
業
経
営
は
世
界
一
を
目
指
す
メ
ガ
テ
ッ
ク
ビ
ジ

ネ
ス
か
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
す
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
の
両
極
に
分
化
し
て
い
く
と
考
え
、
第
一
勧
業
信
用
組
合
は

信
頼
の
つ
な
が
り
に
よ
る
創
業
支
援
と
地
域
創
生
を
積
極
的
か
つ
地

道
に
展
開
し
て
い
る
と
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
糸
魚
川
信

用
組
合
の
地
域
づ
く
り
への
支
援
活
動
に
注
目
し
、
両
組
合
で
業
務

連
携
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
糸
魚
川
市
と
も
全
国
の

自
治
体
で
最
初
の
連
携
協
定
を
締
結
し
、
糸
魚
川
地
域
の
東
京
出

張
所
を
自
任
し
て
活
動
展
開

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
こ
に
無
い
も
の
に
気
づ

き
、
色
々
な
と
こ
ろ
と
依
存

し
あ
って
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
に
よ
り
、
人
の
幸
せ
を

実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
行

動
力
と
多
様
性
に
あ
ふ
れ
た

お
人
柄
を
感
じ
て
、
一
般
参

加
者
を
含
め
約
七
十
名
が
熱

心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

五
月
九
日
、
能
生
商
工
会
館
に
お
い
て
第
七

回
能
生
支
部
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
提
出

さ
れ
た
議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
新
潟
県
議
会
議
員
の
中

村
康
司
氏
を
講
師
に「
新
潟
県
の
諸
課
題
に
つ

い
て
」と
題
し
、
一
般
公
開
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

中
村
県
議
か
ら
は
、①
県
財
政
に
つい
て
、②

新
潟
県
の
人
口
減
少
問
題
に
つい
て
、③
豊
か
な

県
と
は
、④
県
議
会
の
役
割
に
つい
て
、⑤
糸
魚

川
の
社
会
資

本
整
備
に
つ

い
て
、
の
五

点
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
数

字
を
交
え
な

が
ら
、
説
得

力
の
あ
る
講

話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

四
月
十
七

日
、
青
海
町

商
工
会
館
に
お

い
て
青
海
支
部

の
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
全
て
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
選
任
が
行
わ
れ
、
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
の
前
に
、
新
潟
県
外
国
人
材
受

入
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
齋
藤
圭
子
相
談
員
を
講

師
に
、「
外
国
人
材
雇
用
と
受
入
に
つい
て
」と
題
し

一
般
公
開
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
観
光
客

も
含
め
こ
こ
十
年
で
外
国
人
の
入
国
者
が
三
倍
に

増
え
て
い
る
現
状
、
従
来
か
ら
運
用
さ
れ
て
い
る

外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
概
要
、
そ
し
て
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
た
特
定
技
能
に
よ
る
在
留
資
格
に
つい

て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講師 新田 信行氏

講師 齋藤 圭子氏

講師 中村 康司氏

■
支
部
長
に
石
井
一
治
氏
が
就
任

ご
あ
い
さ
つ

部長
小川　節雄

本
年
度
よ
り
青
年
部
部
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
小
川
節
雄

で
す
。

青
年
部
の
大
き
な
活
動
と
し

て
、
今
年
も
市
内
各
小
学
校
で

の
租
税
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

法
人
会
の
目
的
で
も
あ
る「
税

「
青
年
部
に
入
って
良
か
っ
た
な
」

と
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
の
で
、
見
識
を
広

め
ら
れ
る
よ
う
な
研
修
や
部
員

同
士
の
親
睦
を
よ
り
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
活
動
も
企
画
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

時
代
が
令
和
に
替
わ
り
ま
し

た
が
、
先
輩
諸
氏
が
積
み
重
ね

て
き
た
青
年
部
の
歴
史
に
恥
じ

ぬ
よ
う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
指
導
ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高

揚
」の
意
味
で
も
、
租
税
教
室

の
場
は
講
師
と
い
う
立
場
を
通

じ
て
自
ら
も
税
に
つい
て
改
め
て

学
べ
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
の

で
、
一
人
で
も
多
く
の
部
員
か

ら
関
わ
って
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
来
年
度
に
は
当
青
年

部
が
三
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
部
員
で
三
〇
周
年

を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

部
員
増
強
に
も
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
現
在

在
籍
し
て
い
る
部
員
の
皆
さ
ん
に

五
月
十
日
、
割
烹
魚
が
し
に

お
い
て
、
第
七
回
定
時
総
会
を

開
催
し
、
十
八
名（
ほ
か
に
委

任
状
六
名
）の
参
加
に
よ
り
、

役
員
改
選（
案
）な
ど
す
べ
て
の

議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
総
会
に
合
わ
せ
て
、

糸
魚
川
税
務
署
の
伊
藤
徳
道
上

席
国
税
調
査
官
か
ら
野
上
署
長

の
代
理
と
し
て「
税
の
話
題
あ
れ

こ
れ
〜
査
察
の
こ
と
か
ら
消
費

税
軽
減
税
率
制
度
ま
で
〜
」と

題
し
て
講
話
を
い
た
だ
き
、
査

察
調
査
の
実
例
を
交
え
な
が
ら

査
察
制
度
の
解
説
や
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
の
留
意
点
を
講

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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第
七
回
総
会
及
び
税
務
署
長
講
話

三
月
二
十
日
、マ
ナ
オ
に
お
い
て
、

部
員
の
伊
井
浩
太
氏
を
講
師
と
し

て
、「
今
日
か
ら
貴
方
も
寿
司
職

人
」を
テ
ー
マ
に
に
ぎ
り
寿
司
の
料

理
体
験
を
行
い
七
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

研
修
会
の
後
、
十
五
名
が
参
加

し
て
今
年
度
卒
業
す
る
三
名
の
部

員
の
送
別
の
会
を
行
い
、
寿
司
体

験
の
成
果
を
振
る
舞
い
な
が
ら
、

卒
業
生
の
こ
れ
ま
で
の
活
躍
に
感

謝
し
て
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

研
修
会・

卒
業
部
員
を
送
る
会

西海小能生小 青海小

青
年
部
会

租税教室



ご
あ
い
さ
つ

部長
小川　節雄

本
年
度
よ
り
青
年
部
部
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
小
川
節
雄

で
す
。

青
年
部
の
大
き
な
活
動
と
し

て
、
今
年
も
市
内
各
小
学
校
で

の
租
税
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

法
人
会
の
目
的
で
も
あ
る「
税

「
青
年
部
に
入
って
良
か
っ
た
な
」

と
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
の
で
、
見
識
を
広

め
ら
れ
る
よ
う
な
研
修
や
部
員

同
士
の
親
睦
を
よ
り
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
活
動
も
企
画
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

時
代
が
令
和
に
替
わ
り
ま
し

た
が
、
先
輩
諸
氏
が
積
み
重
ね

て
き
た
青
年
部
の
歴
史
に
恥
じ

ぬ
よ
う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
指
導
ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高

揚
」の
意
味
で
も
、
租
税
教
室

の
場
は
講
師
と
い
う
立
場
を
通

じ
て
自
ら
も
税
に
つい
て
改
め
て

学
べ
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
の

で
、
一
人
で
も
多
く
の
部
員
か

ら
関
わ
って
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
来
年
度
に
は
当
青
年

部
が
三
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
部
員
で
三
〇
周
年

を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

部
員
増
強
に
も
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
現
在

在
籍
し
て
い
る
部
員
の
皆
さ
ん
に

五
月
十
日
、
割
烹
魚
が
し
に

お
い
て
、
第
七
回
定
時
総
会
を

開
催
し
、
十
八
名（
ほ
か
に
委

任
状
六
名
）の
参
加
に
よ
り
、

役
員
改
選（
案
）な
ど
す
べ
て
の

議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
総
会
に
合
わ
せ
て
、

糸
魚
川
税
務
署
の
伊
藤
徳
道
上

席
国
税
調
査
官
か
ら
野
上
署
長

の
代
理
と
し
て「
税
の
話
題
あ
れ

こ
れ
〜
査
察
の
こ
と
か
ら
消
費

税
軽
減
税
率
制
度
ま
で
〜
」と

題
し
て
講
話
を
い
た
だ
き
、
査

察
調
査
の
実
例
を
交
え
な
が
ら

査
察
制
度
の
解
説
や
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
の
留
意
点
を
講

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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第
七
回
総
会
及
び
税
務
署
長
講
話

三
月
二
十
日
、マ
ナ
オ
に
お
い
て
、

部
員
の
伊
井
浩
太
氏
を
講
師
と
し

て
、「
今
日
か
ら
貴
方
も
寿
司
職

人
」を
テ
ー
マ
に
に
ぎ
り
寿
司
の
料

理
体
験
を
行
い
七
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

研
修
会
の
後
、
十
五
名
が
参
加

し
て
今
年
度
卒
業
す
る
三
名
の
部

員
の
送
別
の
会
を
行
い
、
寿
司
体

験
の
成
果
を
振
る
舞
い
な
が
ら
、

卒
業
生
の
こ
れ
ま
で
の
活
躍
に
感

謝
し
て
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

研
修
会・

卒
業
部
員
を
送
る
会

西海小能生小 青海小

青
年
部
会

租税教室
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ご
あ
い
さ
つ

部長
新保　照代

第
七
回
総
会
及
び
税
務
署
長
講
話

四
月
二
十
三
日
、
膳
処
く
ろ
ひ
め
に
お
い
て
、
第
七
回
定
時
総
会
を

開
催
し
、
十
三
名（
ほ
か
に
委
任
状
十
五
名
）の
参
加
に
よ
り
、
役
員

改
選（
案
）な
ど
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
に
合
わ
せ
て
、

糸
魚
川
税
務
署
の
野
上
洋
署
長

か
ら「
税
の
話
題
あ
れ
こ
れ
〜
査

察
の
こ
と
か
ら
消
費
税
軽
減
税

率
制
度
ま
で
〜
」と
題
し
て
講
話

を
い
た
だ
き
、
査
察
調
査
の
経

験
を
含
め
た
脱
税
の
実
態
と一
罰

百
戒
の
意
味
が
込
め
ら
れ
た
査

察
制
度
の
解
説
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
の
小
学
生
か
ら
の
募
集
と
表
彰

　
十
二
月
十
三
日
か
ら
一
月
二
十

八
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
市
内
各

小
学
校
で
の
租
税
教
室
に
合
わ
せ

て
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
を
市
内

の
小
学
六
年
生
等
か
ら
募
集
し
ま

し
た
。

　
市
内
六
つ
の
小
学
校
か
ら
合
わ

せ
て
百
九
十
三
点
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
、
優
秀
な
作
品

を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
次
の
三
名
の
児

童
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。

女
性
部
研
修
会

二
月
十
八
日
、
ヒ
ス
イ
王
国
館

に
お
い
て
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る

方
の
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
る
藤

井
久
美
子
氏
を
お
招
き
し
て
、

「
知
っ
て
得
す
る
日
常
の
手
話
」と

題
し
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
十
四
名
の
部
員
が
参
加
し
、

簡
単
な
日
常
手
話
の
習
得
と
聴

覚
障
害
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョン
の
取
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
度
定
時
総
会
決
議
に
よ
り

前
部
長
本
山
咲
子
様
の
後
任
と
し

て
部
長
職
を
お
引
き
受
け
致
し
ま

し
た
。
何
か
と
至
ら
ぬ
事
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
か
ら
の
ご

理
解
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
は
十
月
に
消
費

税
増
税
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
税

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
研
修
会
で
税
の
大
切
さ
を

学
び
、
税
務
署
の
方
々
と
協
力
し

て
税
の
広
報
活
動
等
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
も
部
員
拡
大
を
行

い
、
各
事
業
に
も
多
く
参
加
し
て

頂
く
こ
と
で
部
員
同
士
の
親
睦
を

深
め
、
活
気
あ
る
会
に
な
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
部
会

法
人
会
長
賞

長
谷
川
拓
海 

さ
ん

（
青
海
小
学
校
）

法
人
会
女
性
部
会
長
賞

倉
又
ほ
の
花 

さ
ん

（
青
海
小
学
校
）

税
務
署
長
賞

田
上
　
桃
花 

さ
ん

（
糸
魚
川
小
学
校
）

法人会長賞法人会女性部会長賞

税務署長賞
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　令和元年10月1日から、消費税及び地方消費税の税率が8%から10％に引き上げられると同時
に、消費税の軽減税率制度が実施されます。

　軽減税率対策補助金事務局（中小企業庁）では、複数税率への対応が必要
となる中小企業・小規模事業者等が、複数税率対応のレジの導入や、受発
注システムの改修などを行うに当た って、その経費の一部を補助する軽減
税率対策補助金による事業者支援を行っています。
　軽減税率対策補助金の詳細は、「軽減税率対策補助金事務局」にお問合せ
ください。

飲食料品とは、食品表示法に規定する食品（酒類を除きます。）をいい、一定の一体資産を含みます。
外食やケータリング等は、軽減税率の対象品目には含まれません。
新聞とは、一定の題号を用い、政治、経済、社会、文化等に関する一般社会的事実を掲載する週2
回以上発行されるもので、定期購読契約に基づくものです。

　上記専用ダイヤルのほか、最寄りの税務署にお電話いただき、ガイダン
スに沿って「3」を押す（軽減税率制度以外の国税に関する一般的なご質問
やご相談は「1」になります。）と、つながります。

○軽減税率制度に関するご相談は、以下で受け付けております。
　消費税軽減税率電話相談センター（軽減コールセンター）

○税務署での面接による個別相談（関係書類等により具体的な事実等を確認
させていただく必要のある相談）を希望される方は、最寄りの税務署への
電話により面接日時等を予約していただくこととしておりますので、ご協力
をお願いします。
○軽減税率制度についての詳しい情報は、国税庁ホームページ
（www.nta.go.jp）内の特設サイト「消費税の軽減税率制度について」をご
覧ください。

　消費税率が複数税率となりますので、これまでの記載事項に
加え、軽減対象資産の譲渡等である旨及び税率ごとに区分して
合計した税込対価の額を記載した請求書等（ 区分記載請求書等） 
を発行することや、日々の経理において帳簿には軽減対象資産
の譲渡等に係るものである旨を記載することが必要となります。

免税事業者からの仕入れに
ついても、仕入税額控除を
行うためには、区分記載請
求書等の保存が必要です。

※一定の一体資産は、
　飲食料品に含まれます。

課税事業者から区分記載請
求書等の交付を求められる
ことがあります。

課税事業者と取引を行
う場合、区分記載請求
書等の交付を求められ
る場合があります。

仕入れ（経費）について、
取引ごとの税率により区
分経理を行う等の対応
が必要となります。

売上げや仕入れについ
て、取引ごとの税率によ
り区分経理を行うことや、
区分記載請求書等を交
付する必要があります。

全ての事業者

飲食料品の売上げ・
仕入れの両方がある
課税事業者の方

飲食料品の売上げがなくて
も、飲食料品の仕入れ（経
費）がある課税事業者の方

免税事業者の方
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　軽減税率対策補助金事務局（中小企業庁）では、複数税率への対応が必要
となる中小企業・小規模事業者等が、複数税率対応のレジの導入や、受発
注システムの改修などを行うに当た って、その経費の一部を補助する軽減
税率対策補助金による事業者支援を行っています。
　軽減税率対策補助金の詳細は、「軽減税率対策補助金事務局」にお問合せ
ください。

飲食料品とは、食品表示法に規定する食品（酒類を除きます。）をいい、一定の一体資産を含みます。
外食やケータリング等は、軽減税率の対象品目には含まれません。
新聞とは、一定の題号を用い、政治、経済、社会、文化等に関する一般社会的事実を掲載する週2
回以上発行されるもので、定期購読契約に基づくものです。

　上記専用ダイヤルのほか、最寄りの税務署にお電話いただき、ガイダン
スに沿って「3」を押す（軽減税率制度以外の国税に関する一般的なご質問
やご相談は「1」になります。）と、つながります。

○軽減税率制度に関するご相談は、以下で受け付けております。
　消費税軽減税率電話相談センター（軽減コールセンター）

○税務署での面接による個別相談（関係書類等により具体的な事実等を確認
させていただく必要のある相談）を希望される方は、最寄りの税務署への
電話により面接日時等を予約していただくこととしておりますので、ご協力
をお願いします。
○軽減税率制度についての詳しい情報は、国税庁ホームページ
（www.nta.go.jp）内の特設サイト「消費税の軽減税率制度について」をご
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　消費税率が複数税率となりますので、これまでの記載事項に
加え、軽減対象資産の譲渡等である旨及び税率ごとに区分して
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を発行することや、日々の経理において帳簿には軽減対象資産
の譲渡等に係るものである旨を記載することが必要となります。

免税事業者からの仕入れに
ついても、仕入税額控除を
行うためには、区分記載請
求書等の保存が必要です。

※一定の一体資産は、
　飲食料品に含まれます。

課税事業者から区分記載請
求書等の交付を求められる
ことがあります。

課税事業者と取引を行
う場合、区分記載請求
書等の交付を求められ
る場合があります。

仕入れ（経費）について、
取引ごとの税率により区
分経理を行う等の対応
が必要となります。

売上げや仕入れについ
て、取引ごとの税率によ
り区分経理を行うことや、
区分記載請求書等を交
付する必要があります。

全ての事業者

飲食料品の売上げ・
仕入れの両方がある
課税事業者の方

飲食料品の売上げがなくて
も、飲食料品の仕入れ（経
費）がある課税事業者の方

免税事業者の方
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